
研究結果報告書

定性的データを活用した質的調査による政策形成研究
～市民インタビューの解析を通じた政策立案の可能性に向けて～

令和３年７月 鎌倉市 共生共創部 政策創造課



目次

■質的調査研究の概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3Ｐ
・質的調査研究実施の背景
・質的調査研究とは
・質的調査と定量的調査の比較
・質的調査研究の簡単な流れ
・調査研究の結果要旨

■「高齢者のデジタルデバイド」をテーマにした調査研究概要 ・・・・・・・・・・・・ １１Ｐ
・質的調査研究（テーマ設定編）
・質的調査研究（情報収集編）
・質的調査研究（分析作業編）
・「高齢者のデジタルデバイド」の分析結果
・考察 質的調査研究を終えて
・まとめ

■質的調査研究の研究成果の活用と研究手法の改善に向けた取組 ・・・・・・・ ３７Ｐ
・デジタルデバイドの定量的調査
・スマートシティ構想の策定

2

４Ｐ
６Ｐ
７Ｐ
８Ｐ
10Ｐ

１２Ｐ
23Ｐ
２６Ｐ
３１Ｐ
３３Ｐ
３５Ｐ

３８Ｐ
３９Ｐ



■質的調査研究の概要
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➢ 鎌倉市は、神奈川県内の他自治体に比べて高齢化率が高く、
若者世代の市外流出も続いている。これに伴い財政状況は厳
しさを増し、さらには自然災害の多発や新型コロナウイルス対
策に加え、公共施設や都市インフラの老朽化への対応のため
の支出など、本市を取り巻く社会経済環境は、かつてないほど
厳しく、急激に変化している。

➢ このような多様化・複雑化する社会課題に対し、持続可能な行
政運営を行う為には、EBPM（Evidence Based Policy 
Making）による政策や事業の取捨選択が必要となる。ＥＢＰ
Ｍとしては、これまでアンケートによる市民意識調査やパブ
リックコメント等によりエビデンスを集めているが、これらの手
法は寄せられる意見や回答の属性に偏りが発生し、市民の声
なき声（ニーズ）を聞き出すことが難しいという課題がある。

➢ 将来にわたって誰一人取り残すことなく、市民一人一人が身
体的、精神的、社会的に良好な状態（well-being）となること
を目指すためには、多数を占めるサイレントマジョリティーを
含めた市民全体の課題や価値観といった「声なき声」を聞き出
し、個別の実施事業に反映させた政策形成が重要である。

「質的調査研究」実施の背景①（現在の行政の姿）
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※EBPMやwell-beingの推進は、本市の第4期基本計画に

記載され、本市が目指す姿として位置付けている。



➢ 前頁のような背景がある中で、市民の声なき声を幅広く
集めつつ、アンケート等では拾いきれない市民の「意見・
苦情・提案」等の定性的なデータ（＝数量化できない人
の心情や価値観等のテキストデータ）をロジカルに分析
し、政策へ反映させる手法を検討するため、その有効性
を研究する必要がある。

➢ 本調査研究では、根拠に基づきながら、より質の高い政
策形成を行うために、「定性的なデータを反映させる政
策形成の手法」として、『質的調査研究』を活用する可能
性を検討することを目的とした。

➢ 具体的な市民の声を反映させた政策形成のために、質
的調査研究の一連のながれ（テーマ設定、情報収集、分
析作業、政策形成）を委託に頼らず職員が自ら実施する
ことで、持続的な行政運営の推進が可能となると考え、
本研究では、行政課題の中からテーマ（「高齢者のデジタ
ルデバイド」）を定め、専門的見地からの質的調査研究の
手法を学び、職員が実施支援、指導等を受けながら、本
調査研究を実施した。

「質的調査研究」実施の背景②（質的調査研究の可能性）
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質的調査研究って
具体的に何をするの・・・？

ＮＰＯ法人ミラツクとアドバイリー委託契約を結び、
専門的見地から質的調査研究を学び、実践した。



「質的調査研究」とは

➢ 「質的調査研究」とは、回答者の個別性や特殊性を重視し、
インタビュー結果等の定性的データを収集し、そのデータに
みられる語り手の思想・考え方・哲学・信条などをくみ取る
調査研究方法である。

➢ 回答者を無作為に抽出し実施するアンケート調査のような
「回答の量」ではなく、インタビュー調査で収集できる回答
者の価値観や暗黙知といった「質（内的視点）」に着目して
いる点が最大の特徴である。

➢ 対象となるステークホルダーを洗い出し、網羅して情報
収集することで、少数のインタビュー調査でも分析結果
における信頼性や根拠を担保する。

➢ 質的調査研究は、比較検討や事実確認といった『仮説を検
証・証明するよりも、仮説を生成すること』に長けているも
のと理解する必要がある。
（※仮説検証は定量的調査であるアンケート調査が向いている）
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質的調査

インタビューにより回答者の
属性や特殊性による内的視
点の情報を取得し、根本的な
「問い」を立てることが目的
であることから、『仮説の生
成（本質的な問直しや新しい
視点の発見）』に向いている。

定量的調査

アンケートで得られた情報は、
数字的処理（統計）により、一
般化や比較を行うことができ
るため、『仮説の検証（全体の
分布や傾向の把握）』に向いて
いる。
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質的調査 定量的調査

扱うデータ
定性的データ（＝質的データ）
数量化できない人の心情や価値観等のテキストデータ。
（例）インタビュー結果、手紙、書籍・新聞 等

定量的データ（＝定量的データ）
自由に比較できる数値・数量データ。
（例）満足度（５段階評価）、身長・体重、移動距離 等

代表的なデータの
取得方法

・インタビュー
・アンケート（自由記述）
・文献調査 等

・質問紙調査（アンケート（自由記述を除く））
・統計的分析 等

特徴

・回答者の属性や特殊性による心情に関する情報を
取得し、根本的な問を立てることが目的。

・『仮説の生成（本質的な問直しや新しい視点
の発見）』に向いている。

・得られた情報の数字的処理（統計）により、一般化や
比較を行うことができる。

・『仮説の検証（全体の分布や傾向の把握）』に
向いている。

収集や分析出来る
データ数

・相対的に少ない
（アンケートは同時に何千人と配布できるが、インタ
ビューは１件１件に多くの時間がかかるため）

・相対的に多い
（質問紙を回答者に配付することで、短時間に何千人と
いうデータを入手することができるため）

「質的調査」と「定量的調査」の比較



質的調査研究の簡単な流れ①
（テーマ設定から情報収集フェーズ）

研究テーマの設定
▼

基礎リサーチの実施
▼

研究テーマに対する効果的な政策目標と問いの設定
▼

インタビュー紙の作成
▼

インタビューの実施
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インタビューの文字起こし
▼

「課題」と「価値観」を抽出
▼

抽出箇所の要素化（成文作業・要素の作成・一覧化）
▼

分析作業【グラウンデット・セオリー・アプローチ（ＧＴＡ）】

要素一覧をプリントし、要素ごとに切り分け短冊状にする。
▼

担当者同士で相談しながら、「課題」と「価値観」毎に、類似する要素をグルーピングする。
▼

グルーピングをした要素の各集団に対し、代表性のあるネーミングを行う。（これを「小項目」と呼ぶ）
▼

小⇒中⇒大項目と３回グルーピングとネーミング作業を繰り返す。
▼

要素を徐々にまとめあげ、３回目の結果が導きだされた「仮説」となる。

▼
仮説の生成

質的調査研究の簡単な流れ②
（分析作業フェーズ）
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調査研究の結果要旨

１） 本市の行政課題（研究テーマである「高齢者のデジタルデ
バイド」）に対して、効果的な政策目標と、市民のニーズを
聞き出すための有効な『問い』を、適切かつロジカルに設計
することができた。

２） 問いの設計を適切に行った上で、インタビューによる双方
向のコミュニケーションで内容を深堀したことから、これま
でのアンケート調査などの定量的で一方通行な情報収集では
集めにくかった市民の『価値観』や『暗黙知』といった定性
的な情報を収集することができた。

３） 調査対象者の属性を広く網羅して情報を集め、かつ得られ
た定性的データをロジカルに集約・分析し、論点を明確にま
とめあげる手法を活用することで、分析対象者が少数であっ
ても代表性が担保された仮説（市民の本質的な課題や価値観）
を生成することができた。

このような研究結果から、これまでのアンケート調査のような
定量的データで市民の意見の代表性を担保してきた手法とは根
本から異なる、市民目線での政策形成の可能性を見出せた。
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■ 「高齢者のデジタルデバイド」を
テーマにした調査研究概要
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質的調査研究（テーマ設定編）

研究テーマ設定
▼

基礎リサーチの実施
▼

効果的な「政策目標」と「問い」の設定
▼

インタビュー質問紙の作成

12



テーマ設定「高齢者のデジタルデバイド」

➢ 鎌倉市では、パブリテックやスマートシティといった
行政や社会・地域のデジタル化を推進している。これ
らの取組の一方で、社会のデジタル化に伴いデジタ
ル機器に抵抗を感じる市民、特に人口の約３割を占
める高齢者を取り残さないよう、シニア世代を中心
とするデジタルデバイドへの対策が喫緊の課題と
なっている。

➢ そのため、今後高齢者が真に望む仕組や方法を模索
し、デジタル技術を活用することで生活がより豊か
に、より楽しくなると感じられる取組が求められて
いる。

➢ そこで、「質的調査研究」の手法を用いて、社会のデ
ジタル化に伴う「高齢者のデジタルデバイド」を研究
テーマとして設定し、効果的な政策形成のために高
齢者がデジタル機器の活用について感じている課
題や、そこにある背景、価値観を探ることとした。
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基礎リサーチの実施・方法

➢ 調査テーマに対し、正しく広い知識を持つことで、
インタビューの際に網羅的かつ幅広い展開を行う
ことができるようになる。そのため、インタビュー
を行う前に「デジタルデバイド」に対する基礎リ
サーチを実施することが重要である。

➢ 基礎リサーチでは、下記の３分野に対し、主にイン
ターネット検索を用いて基礎リサーチを行い、右
表のように内容をまとめた。

１） 先進事例の収集
（※事例は国内外を問わず30事例程度を収集）

２） テーマに対する事前リサーチ
（※「デジタルデバイド」とはなにかを正しく理解する）

３） 生活におけるデジタル活用の領域模索
（※高齢者の生活に役立つデジタル機器の領域を模索）

基礎リサーチ：先進事例の収集

NO タイトル 詳細 ポイント URL

1 かわさきアプリ
生活に関するさまざまなアプリやサイトと
連動し、生活に身近な情報を手軽に入手で
きるアプリ

スマホから防災・防犯や 子育て、ごみの
分別、イベント情報等、いつでも、どこで
も簡単に入手できる利便性と市役所からの
提供による安心感

http://www.city.kawa

saki.jp/170/page/00

00074782.html

2

横浜市都筑区で高齢
者（主として女性）
むけスマホサロン

コミュニティカフェで、３，４名のスマホ
勉強会

高齢者が安心して、気軽に（安く）情報学
習できる場所

http://www.soumu.g

o.jp/main_content/0

00595328.pdf

3

シニアを対象とする
初心者向けパソコン
教室

シニアを対象とする初心者向けパソコン教
室を月３回で３か月間（全９ 回）を１
クールとして、電源の入れ方・マウスの持
ち方から始め、中級レベルまで指導 しま
す。年に３クール実施し、年間７２名の受
講生を指導

受講者が講師となって教えていく点（最初
6 人で、現在、メンバーは 34 人）

https://web.pref.hyo

go.lg.jp/kk12/docum

ents/000181425.pdf

4
デジタルニットカ
フェ

iPadを用いて遠隔地をつなぎ，編み物をす
る交流会

テキストもデジタル。NPOブロードバンド
スクール協会のボランティアが使い方や用
語などを解説。

https://obajen2012.e

xblog.jp/20704803/

5
高齢者による高齢者
のためのスマホ教室

ＮＴＴドコモとＮＴＴのＯＢによるＮＰＯ
法人で試験的に開いた高齢者向けスマート
フォン教室。若い世代のショップ店員は親
身な対応がしにくいことから、同世代でＩ
Ｔに強いＮＴＴのＯＢが教えることで、よ
り充実したサポートにつなげていく。

高齢者に対して、同世代の高齢者が教える
仕組み。
世代間のギャップ無しに相談できる。

https://www.sankei.c

om/economy/news/1

70716/ecn1707160

006-n1.html
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「先進事例の収集」調査イメージ

高齢者の生活を豊かにするデジタル機器の機
能と、その具体的内容を洗い出すことで、イン
タビュー時に回答者がイメージしやすい具体的
な事例の投げかけを行うことが可能となる。



効果的な「政策目標」と「問い」の設定①

■効果的な「政策目標」と「問い」とは？

➢ 「政策目標」とは、研究テーマ（行政課題）に対して、有効な事業・施策を実
施した際に成し遂げたい『成果（アウトカム）』を指している。

➢ 例えば、「シニア世代のデジタルデバイド解消」の課題解決のために、「ス
マホ教室を開催する」という施策を講じ、直接的に「スマホを使いこなせ
るようになってもらう高齢者を増やす」、というアウトカムを設定すること
が一例としてあげられる。しかし、この課題を解決するにはほかにも下記
のような多様な方法が考えられる。

（例） デジタル機器を貸与する／デジタル機器の利便性を広報する／デジタル機器の操作を代行する

➢ このような様々な施策が考えられる中で、市民の満足度を高め、より質
の高い政策を形成するにあたって重要なのは、これらの「なんらかの政策
を実施したことで得られる成果」と、市民の「本質的な課題や価値観」とが
一致していることである。

➢ 昨今では市民の多様な課題とニーズがある反面、人口減少による財政状
況の悪化を鑑みると、すべての課題解決や直接的な課題解決は難しい。
そのため、解決すべき行政課題に沿いつつ、最小のリソースでより多くの
成果を得られる効果的な政策目標と、この政策目標をかなえる政策を形
成するために、市民の本質的な課題と価値観を聞き出す問いをロジカル
に設定することが重要である。

本研究では、効果的な「政策目標」と「問い」を
ロジカルに導き出す手法として、ロジックモデ
ル＊とシステム思考＊の考え方を活用しており、
16ページから22ページにかけてその手法を
記載する。

※ロジックモデルとシステム思考については17、19ページで紹介

シニア世代のデ
ジタルデバイド
を解消したい

市民の本質的な課題
は「スマホの操作方
法がわからない」こと
だけかどうかは、
様々な属性の市民に
聞いてみないと
わからない。
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スマホ教室を開
催します
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参考図

テーマ
設定

施策案を
想定

市民の意見
を反映

施策の
実施

シニア世代のデジタル
デバイドの解消

スマホ教室を開催
デジタル機器の貸与 etc

定量的調査
（アンケート）

基本的な操作方法や
ＬＩＮＥの使い方を中心
としたスマホ教室を開催

従来の政策形成のイメージ

効果的な政策目標の設定

目標を達成するための
「問い」の作成

市民の課題・価値観を分析

市民の声を反映させた
政策案を検討

多様な属性を網羅した市民から
「問い」を用いて声を収集

テーマ
設定

質的調査
研究の実施

施策案を
想定

市民の意見
を反映

施策の
実施

定量的調査
（アンケート）

市民の本質的な
課題や価値観を
聞き取り、分析

質的調査研究

スマホの使い方は知りた
いけど、専門の先生に教
えてもらうには敷居が高

く感じて参加しづらい・・・。
同年代に気軽に聞けるく

らいのほうがいい。

質的調査研究と
組合わせることで、
適確で質の高い
項目を設定する
ことができる。

質的調査研究を用いた際の政策形成のながれ

より質の高い
政策を形成するた
めには、市民の課
題の本質を捉えた
解決策につなげる
ことが重要。

※上記例はイメージ

➢ 従来の政策形成と、効果的な政策目標と問いを設計して政策形成を行った場合のながれを比較。

市民の意見を把握

・関心があるのはどのような機器か
・どのような機能を使いこなせるように

なりたいか etc

・緊急時の連絡手段として、スマホの
基本的な使い方を知りたい

・ＬＩＮＥに関心がある。

シニア世代のデジタル
デバイドの解消

質的調査研究の
結果に基づき
市民の意見を把握

・デジタル機器は同年代に
教えてもらいたい

・町中のスマホ教室は、難しくて
ついていけなそう。

・一人では行きづらい

地域コミュニティで
教えあいイベントを
開催する

そもそもデジタル機器
で何ができるかわから
ないし、高齢者でスマホ
を使っている人って少
ないのでは？みんなが
使っているなら使わな
くちゃと思うけど・・・。

身の回りの同年代
からデジタル機器
の魅力やちょっと
した操作方法を教
えてもらいたい。

自治町内会イベントで
の教えあいの場を開催
する



効果的な「政策目標」と「問い」の設定②

★手順１

成し遂げたい成果のアイデア出し

➢ 効果的な政策目標と、問いを導き出す準備作業として、
ロジックモデル＊を活用したディスカッションを研究
チームで行った。

➢ このディスカッションは、デジタルデバイドの解消に
対するなんらかの活動（事業や施策）を実施したと仮
定して得られる「成果（アウトカム）」と「波及効果
（インパクト）」を導きだすことを目的としている。

▾ この「なんらかの活動」を、質的調査研究を通じ、市民の声を反映させた
ものとして導き出すことが質的調査研究を実施する目的である。

➢ 具体的なディスカッションの手順は１８ページを参照

＊ロジックモデルとは

事業や組織が最終的に目指す変化・効果の実現に向けた道筋を体系的に図
示化したもの。投入（インプット）、活動（プロセス）、結果（アウトプット）、成果
（アウトカム）、波及効果（インパクト）をつなげて表現するもの。

事業実施の
ための予算を

計上

スマホ教室を
開催する

市内の高齢
者20人が
参加した

高齢者が
スマホを

使いこなせ
るように
なった

災害時等の
自助の強化
（行政への依
存度が低い）
につながった

※「スマホ教室」の実施を、ロジックモデルへあてはめたイメージ図

活動の
結果

（アウトプット）

活動
（プロセス）

投入
（インプット）

成果
（アウトカム）

波及効果
（インパクト）

予算措置 事業の実施
活動による

結果
創出された

結果
社会的な
インパクト

引用：日本財団「ロジックモデル作成ガイド」を参考に加筆。

➢ 15ページの内容を踏まえ、効果的な「政策目標」と「問い」の具体的な設定の仕方を22ページまで説明する。
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効果的な「政策目標」と「問い」の設定③

投入
（インプット）

活動
（プロセス）

活動の結果

(アウトプット)

成果
(アウトカム)

波及効果
（インパクト）

鎌倉市が日本で
も指折りのデジ
タルシティに
なっている

市民の市への満
足度がとても高
いまちになって

いる

あらゆる分野で
誰も取り残さな

い社会

なんらかの活動
（政策）を

実施したと仮定

高齢者の９割が
デジタルデバイ
ドに対して関心
を持っている

ネットスーパー
利用者が増え、
買い物難民数が

減る

65歳以上のスマ
ホ保有率と活用
率が高くなる

★手順1の説明

①波及効果と成果を書き出す

市として成し遂げたいと考える波及効果
（インパクト）と成果（アウトカム）を個人作
業で１枚ずつ記載する。

▾ ここでは質より量を重視
▾ 研究メンバーが全員でそれぞれ準備

②チームで共有しディスカッション

メンバーが作成した波及効果と成果の付
箋を共有しながら模造紙に貼りだしてい
く。波及効果と成果を分類したうえで、近
しい内容同士の付箋をおおまかにグルー
ピングしておく。

▾ ディスカッションの中で追加があれば
付箋を追加していく
▾ チーム内でビジョンを共有することが重要

ネットスーパー
利用者が増え、
買い物難民数が

減る

デジタルを活用
することで「便
利だと思う」人
が高く増える

地域にＩＴ機器
を教え合うコ
ミュニティが出

来る

市内の高齢者
80％がＬＩＮＥ
を使用できる

市からの連絡を
ＡＩスピーカーやＬ
ＩＮＥで受け取れ
る

誰も取り残され
ないデジタルス
マートシティが
実現できる

地域の回覧板が
メールやＳＮＳ
になっている

人口減少・人手不
足であってもレジ
リエンスが高く、
暮らしやすいまち
になっている

幸福度世界№1の
まちになってい

る

行政依存度が低
いまちになって

いる
※実際に作成した模造紙の一部を抜粋し、

ロジックモデルにあてはめたもの

※ここでは便宜上、アウトプットとアウトカムを同一として並べている。

18
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効果的な「政策目標」と「問い」の設定④

★手順２

インパクトとアウトカムの関連性を視覚化

➢ １８ページの手順１で作成した模造紙を活用し、効果
的な「政策目標」と「問い」を導きだすためのワーク
ショップを研究チームで実施した。

➢ このワークショップでは、手順１でアイデア出しを
行ったインパクトとアウトカムのそれぞれの関連性を
見える化し、システム思考＊に基づいたロジカルな手法
により、最小のリソースでより多くの成果を得られる
アウトカム（＝政策目標）を抽出した。

➢ さらに、この政策目標をかなえる政策を形成するため、
「政策目標を逆説的に捉えた課題」に対し、市民が研
究テーマ（デジタルデバイド）に対して直面している
本質的な課題と価値観を探る問いを作成した。

➢ 具体的なワークショップの手順は２０ページを参照。

＊システム思考とは

複雑な状況下で変化にもっとも影響を与える構造を見極め、さまざまな
要因のつながりと相互作用を理解することで、真の変化を創り出すため
のアプローチ。問題の見えている部分を表層的にとらえるのではなく、
全体像をさまざまな要素のつながりとして理解し、最も効果的な解決の
ための働きかけを考える手法。

できごと

行動パターン

メンタルモデル

構造
目に見える「できごと」の
背後には多くの要因が隠れ
ている。この要因を様々な
要素のつながりとして把握
し、最も効果的な働きかけ
を行うアプローチがシステ
ム思考。

「氷山モデル」
（表面的な「できごと」の背後にある要素を表現している）

引用：有限会社チェンジ・エージェント 「システム思考というアプローチ」を参考にして加筆



20

効果的な「政策目標」と「問い」の設定⑤

★手順２の説明

① 手順１で作成した「インパクト」と「アウ
トカム」を右から左にかけて抽象度
の高さ順に並べていく。

② それぞれのインパクトとアウトカム
に対して、関連性のあるものを線
で結ぶ。

③ 線がより多く集まっているインパクト
を抽出する（オレンジ枠のインパクト）

④ ③で抽出した複数のインパクトとよ
り多くの関連があるアウトカムと、本
数が少なくても研究メンバーが注力し
たいアウトカムを併せて４つ抽出する。
（赤枠のアウトカム）

▾結ばれた線の本数により、鎌倉市にとって最も必要性が
高いインパクトとアウトカムが視覚可された。

▾ここで抽出したアウトカムが、最小限のリソースでより多く
の効果を得られる政策目標となる。

⑤ ④で抽出した政策目標を実現する政
策を形成するため、政策目標を逆説
的に捉えた課題に対して、市民の本質
的な課題と価値観を探る問いを作成
する。
(※問いの作成は２１、２２ページを参照)

実際に作成した模造紙を図式化したもの



インタビュー質問紙の作成（実際の問いを設計する）

➢ 19、20ページに記載の手順２のワークショップで導
かれた政策目標を逆説的に捉えた課題に対して本質
的な課題感と価値観を探る質問項目を作成した。

➢ 大きく分けて質問する要素は２つ。

①課題を確認するための直接的な質問を作成し、
インタビュイーの回答にある背景（理由・暗黙知）を
聞き出す。

②基礎リサーチのうち先進事例やシチュエーションを
こちらから例示し、その状況になった場合、どうした
いかを聞きだす。

➢ インタビューでは、質問を重ねていき、インタビュー対
象者自身も意識していない潜在的な事実や価値観と
いった「暗黙知」の情報までたどりつくことが重要。
「どういった状況だったらデジタルを活用したいと思
うか」「どういった方法であればデジタルを学びたい
と思うのか」等を導き出す。

21※質問紙を一部抜粋



参考 手順２のワークショップから導かれた政策目標と問いの関係性を示した図

22

➢ 22ページで導き出した政策目標を逆説的に捉えた課題に対して、市民自身の本質的な課題感と価値観を探る「問い」を作成する。

鎌倉市として目指したいインパクト インパクトを達成するためのアウトカム

「効果的な政策目標」
政策目標を逆説的に捉えた課題 政策目標を実現する政策を

形成するための「問い」

①

・高齢者の生活の質が飛躍的に向上
・市民の市への満足度がとても高い
　ものになっている
・取組が地域に定着し、地域で仕組
　みがまわっている。

デジタル機器を活用することは便利だ
と思う人が増える

デジタル機器を便利だと思う人が少な
いから普及しないのではないか

・「なぜデジタル機器い苦手意識を持っているのか？」
・「どうして便利だと思うようになったか？」

②

・高齢者の生活の質が飛躍的に向上
・市民の市への満足度がとても高い
　ものになっている
・取組が地域に定着し、地域で仕組
　みがまわっている。

高齢者の９割がデジタルデバイドな状
況をジブンゴト化して捉えている

デジタル社会に関心がなく、ジブンゴト
化できていないから普及していないの
ではないか

・「使わなくてはならないという危機感はあるか？」
・「課題感があるか？」

③
・地域に仕組みが定着し、
　地域でまわっている。

地域にデジタル機器を教えあう
コミュニティができている

デジタル機器を学びあえるコミュニティ
がないから普及していないのではない
か

・コミュニティの活用について所感の確認
　　　→「現状どのようにして学んでいる？」
　　　　　「息子・娘に聞くとめんどくさがれる？」
　　　　　「誰に聞きたい？」

④
・災害時に高齢者が迅速に連絡を
　とりあい避難できる

市内の高齢者の８割がLINEを使用
できるようになる

LINEは便利ではなく、使いにくいから
使われていないのではないか

・未来への意欲や感覚の確認。
・市が求めるリテラシーとのギャップを把握し、実際に
　使用してみたいと思うか確認する。

　市のLINEアカウント活用、デジタル化について
　　→「生活の中でＬＩＮＥが必須になったらどう思う？」
　　　　「来るべき未来に備えて学びたいと思う？」



質的調査研究（情報収集編）

インタビュー対象者の選定
▼

インタビューの実施

23



インタビュー対象者の選定

➢ 本調査では、原則65歳以上の高齢者を対象にイン
タビュー対象者を選定し、合計20名にインタビュー
を実施した。

➢ 質的調査研究では、インタビュー対象者の人数では
なく、属性の網羅性を重要視している。本調査では、
①男女、②年齢、③地域、④５段階に分けたデジタル
機器に対するリテラシーの度合い、の４つの観点か
らそれぞれリクルートを行った。

➢ 例外として、高齢者自身も意識していない潜在的な
事実や価値観について、第３者の視点で情報を集め
るため、高齢者を俯瞰してみることができる人物へ
のインタビューも実施した。（訪問看護師と理学療法師）

多様な属性から網羅的に情報を集めることで、より
解像度の高い情報を集めることが可能となった。

24

大平山丸山町内会を単位とする地域を中心に、
市内各地の地域からもリクルートを実施。

© OpenStreetMap contributors

大船駅方面

大平山丸山
町内会館

湘南江の島駅
方面

大平山丸山地域

湘南モノレール



インタビューの実施

➢ 回答者１人に対し、インタビュアー側は３人が望ま
しい（①メインインタビュアー、②インタビュアーの
補助、③記録係）

➢ 質問紙はあくまでも聞き出したい情報について確
認するためのシナリオ・チェックリストとして活用
する。そのため、インタビューの流れを常に意識し、
質問項目の流し読みにならないようにする。

➢ 回答者が比較的長い時間話し続けていても、（質
問と回答のキャッチボールにならずとも）その話の
中に聞き出したい情報があれば問題はない。

➢ 書き起こしをした際に、必要なデータが揃ってい
るかを意識することが重要となる。

25

メインインタビュアーインタビュアー補助

記録係

自然体で話してもらえる場所として、
無機質な会議室ではなく、

生活に馴染んでいる町内会館で実施した。



質的調査研究（分析作業編）

インタビューの文字起こし
▼

「課題」と「価値観」の抽出
▼

抽出箇所の要素化
▼

分析作業（グラウンデッド・セオリー・アプローチ）

26



インタビューの文字起こし

➢ 明らかに脱線している会話や相槌、意味を持たな
い発語（「あー…」や「そうですね・・・」等）以外は省
略せず、インタビューの内容をそのまま一語一句書
き起こした。

➢ 原則として文章を要約しないこと。また、だれが話
したか（質問者か回答者か）が分かるように書き起
こすことが重要。

➢ 書き起こしの際には、インタビューの現場でメモ担
当が書き起こしたメモを活用することで、作業時
間の短縮を図ることができた。

27
※文字起こしデータを一部抜粋



課題と価値観の抽出

➢ 「高齢者のデジタルデバイド」における各回答
者の「課題」と「価値観」をデータ上で色分けを
して抽出した。
（※「課題」は赤、「価値観」は青）

➢ 質的調査は、各属性のインタビュー対象者の
わずかな発言でも有効な情報として扱うこと
から、必要な情報を取り除かないように細心
の注意を払う。

➢ 実際に不必要な情報については、後のグルー
ピング作業で削り落していく工程があること
から、ここでは判断に迷ったら抽出しておく
ということを徹底した。

➢ 原則として、質問者の発言は抽出しない。そ
のため、質問者がインタビュー対象者の意図
を汲み取って代弁してあげることは避け、本
人に話してもらうことを意識しながらインタ
ビューを実施するとよりよい。

28

※抽出データを一部抜粋



抽出箇所の要素化

➢ ワード上で抽出した「課題」と「価値観」についてそれぞれ表のとおり抽出・分類し、ナンバリングしてエクセル
データにまとめた。

➢ 抜き出した文章は、インタビューの前後の文脈がないと意味が通じない内容であったり、単純に言葉が不足
していたりと、その文章だけでは意味がわからないものとなっていることが多いため、この文章を「一文完
結」となるように文章を修正・補足した。（成文化）

➢ 成文化した後の一つ一つの文章を「要素」と呼ぶ。
29

※要素化一覧のデータを一部抜粋



➢ 要素をバラバラにした状態から、ボトム
アップでグルーピングを行った。

➢ 複数の担当者と相談・議論しながらグルー
ピングした要素の集団に対し、代表性のあ
る文章でネーミングを行った。

➢ ネーミングを行った文章は「小項目」として、
エクセルデータ上にまとめ、今度はこの小
項目を単位として、再度一連のグルーピン
グとネーミングの作業をそれぞれ繰り返し
行った。

➢ この作業を３回繰り返し行い、小項目⇒中
項目⇒大項目と要素が凝縮されていくこ
とで、論点が明確になり、確度の高い仮説
が形成されていく。

➢ 分析の結果、仮説となる市民の本質的な
課題を10個、価値観を９個生成すること
ができた。（※詳細は31、３２ページを参照）

分析作業（ＧＴＡ：グラウンデッド・セオリー・アプローチ）

※グルーピングとネーミング作業のイメージ

グラウンデッド・セオリー・アプローチの手法

・質的調査研究では、語られた内容（文章）そのままでは分析しにくいため、文章を
構成する要素を抽出し、さらにその要素をカテゴリーごとに分類するグルーピング
を行うことで抽象化のレベルを上げながら情報をまとめあげていく。

・このような情報をまとめあげる作業を繰り返すことで、定性的な情報を一般法則、
科学的知見へと近づけ、少数のデータでも代表性を担保する手法である。 30



高齢者のデジタルデバイド分析結果【課題】

31

※最終的に導かれた大項目10個と、
大項目に付随する中項目、中項目に
付随する小項目を一覧化した図

表の見方

１．大項目
１ 中項目
・小項目
・小項目

２ 中項目
・小項目
・小項目

２．大項目
・
・
・

31



高齢者のデジタルデバイド分析結果【価値観】

32

※最終的に導かれた大項目９個と、
大項目に付随する中項目、中項目に
付随する小項目を一覧化した図

表の見方

１．大項目
１ 中項目
・小項目
・小項目

２ 中項目
・小項目
・小項目

２．大項目
・
・
・



考察 質的調査研究を終えて①

①課題と価値観の組み合わせが、適確な政策形成を可能にする

➢ これまでは、市民から寄せられる直接的な課題を解決する事業を実施することが多かったが、そこには潜在的な価値観
が隠されていることが多いと推察される。今後の人口減少による財政状況の悪化を鑑みると、全ての課題解決は難しいこ
とから、市民の価値観を分析し、課題の本質をとらえた解決策につなげていくことで、市民の満足度を高める効果的な政
策を形成できるのではないか。

➢ 質的調査研究は、この「価値観」を丁寧に導き出せる点が優れていると考える。

②より根拠を明確にするため、定量的アンケートとの組み合わせが有効

➢ 質的調査研究は、少人数（20名程度）でも属性を網羅し情報を集めることで根拠を担保する研究手法であるが、市民全体
（17万人）の規模で考えたときにも同じことがあてはまるのか、検証することが難しいという課題がある。

➢ そのため、従来型のアンケートのような定量的調査と組合わせることで、根拠を明確にするとともに、定量的調査の質も
上がり、効果的ではないか。

③対話による課題の深堀は、より質の高い政策展開を可能とする

➢ 質的調査研究では、一方通行ではなく「対話」により市民の課題と価値観を聞き出すことで、これまで以上に課題の本質を
捉えた研究テーマの全体像を把握（市民の課題と価値感を網羅）することができた。

➢ 市民の課題と価値観の深堀は、深い気づきと考察を可能とし、より質の高い政策展開ができるものと考える。
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考察 質的調査研究を終えて②

④市民との「共創」の一助になる取組につながる

➢ 情報収集の付加的価値として、インタビューをとおして市民との直接的なコミュニケーションを図ることが可能となる。
➢ 丁寧に市民の声を聞き、その声を政策に反映させるこの手法は、本市が目指す「市民が主役となり、共に考え、共に創る

活動＝共創」の取組のひとつになるのではないか。

⑤職員のモチベーション向上につながる

➢ インタビューを通じて、職員が市民と顔の見える関係性を構築できたことも副次的な価値として得られた。このことから、
地域の課題を職員自身が一層ジブンゴト化するきっかけになることが大きく期待される。

➢ この手法では、明確な目的意識のもと情報を収集し分析を行うので職員のモチベーション向上につながるのではないか。

34鎌倉市第４期基本計画「概要版」から抜粋

「共創の活動」
は本市の基本計画
の大きな柱と
なっている。
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有効と考えられる質的調査研究
を用いた政策形成のながれ

① 質的調査研究の実施
▼

② 導きだした効果的な政策目標に
基づく、分析結果のグルーピング

▼
③ 課題と価値観の組合わせ

▼
④ 分析結果を参考に政策案の想定

▼
⑤ 定量的なアンケートの実施

▼
⑥ アンケート結果を参考に

政策の想定を修正
▼

⑦ ①から⑦をもとに政策の策定へ

まとめ① 有効と考えられる政策形成のながれ

➢ 本調査結果と考察をふまえ、有効と考えられる質的調査研究を活用した政策形成のながれを下記のようにまとめた。

④と⑤は政策形成
の状況により前後
する可能性もある



まとめ② 質的調査研究の課題とその解決策の考察

課題① 導かれた仮説の「確からしさ」の担保

➢ グラウンデッド・セオリー・アプローチから導き出された仮説は、少数意見をベースにした偏ったものではないかという反論は当然考慮しな
ければならない。また、グルーピングを行うＫＪ法との明確な差異はどこの部分にあるか明確にしておく必要がある。

➢ 政策形成の流れにおいて、今回研究した質的調査研究の手法で全てを解決できるものではない。解決策としてグラウンデッド・セオリー・ア
プローチで得られた仮説に基づき、リアルな住民ペルソナを作成し、これらを基にした定量的アンケートを実施したり、できる限り複数人で
コミュニケーションを重要視しながら分析作業を実施するなどの対応により、より成熟した分析結果になると考えられる

課題② 質的調査研究におけるリソースの確保

➢ 情報収集から分析作業にかけて、多大な時間と人員を要する研究手法である。

➢ 解決策として、音声議事録作成ツールや、クラウドストレージ等、ＩＣＴツールを活用し、分析準備の作業時間を軽減させたり、今回の手法を
アレンジすることで、簡素化の手法を編み出す等が挙げられる。

課題③ 情報収集の質の担保

➢ インタビューにおける情報収集において、回答者の個人の価値観や課題に対する意見をどこまで引き出せるかは、インタビュアーの問いの
質・恣意性に左右される面は否めない。

➢ 解決策としては、インタビュー実施者の平均的な質を担保するため、必ず事前のインプットや基礎リサーチ等を行ったり、インタビューは単
独では実施せず、必ず複数人で行い、適切な情報が収集できているかチームで確認しながら進める必要がある。
（定性的な調査の性質上、全てを担保することは難しいことを前提とする。）
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■質的調査研究の研究成果の活用と
研究手法の改善に向けた取組
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質的調査研究の研究成果の活用（デジタルデバイドの定量的調査）

38

本市が推進している「鎌倉リビングラボ」の取組として
実施した「情報通信機器に関するアンケート」。

市内の自治会1か所で全戸配布を行った。

18歳以上の市民4000人を無作為抽出して
実施した「共生社会の実現に向けたスマートシティ

の推進に関する意識・価値観調査」。

➢ 鎌倉市内のデジタルデバイドに関する基礎データを収集するために実施したアンケートでは、本調査研究から得られた
成果（仮説）を踏まえた質問項目づくりを行い、質的調査から定量的調査につなげる試行として実践した。

効果的だった点

➢ 質的調査研究で導き出した仮説を定
量的に調査することで、質的調査研究
を実施しないときよりも、適確な設問
を設定をすることができた。

➢ 定量的に基礎データを把握すること
で、施策のＫＰＩを定めやすくなり、施
策を実施した際の目標の参考とする
ことができた。

※参考ＵＲＬ

鎌倉リビングラボについて
https://www.city.kamakura.kanagawa.jp/seisaku-souzou/livinglab.html

共生社会の実現に向けたスマートシティの推進に関する意識・価値観調査について
https://www.city.kamakura.kanagawa.jp/seisaku-souzou/dianke-to.html

https://www.city.kamakura.kanagawa.jp/seisaku-souzou/livinglab.html
https://www.city.kamakura.kanagawa.jp/seisaku-souzou/dianke-to.html


研究手法の改善に向けた取組（スマートシティ構想の策定）

39

課題点

➢ グルーピングを行うことが質的調査
の本質的な特長ではないため、ＫＪ法
等との差異を明確に理解する必要が
ある。

➢ オンラインでの実施により、コミュニ
ケーションが簡素化され、成熟された
分析結果とならない懸念がある。

効果的だった点

➢ ＩＣＴツールを使用したデジタル上で
の共同作業を実施し、質的調査研究
の手法を簡素化することができた。

➢ オンライン会議ツールを活用すること
で、大人数の分析メンバーとコミュニ
ケーションをとりながら、グルーピン
グ作業を行うことで、大人数が同一の
場所にいなくても実施できた。

➢ オンラインで実施することで、1人1人
の画面上に全ての情報が集約される
ため、要素の作成、並び替え等が全体
で俯瞰化でき、作業の効率化を図る
ことができた。

➢ スマートシティ構想の策定のため、多様なステークホルダー（主に民間企業）との研究会をオンラ
インで実施した際に、チャットで収集した意見をまとめる手法として、本調査研究で実施した、グ
ラウンデッド・セオリー・アプローチの手法（小→中→大項目にまとめあげる）を活用した。

➢ 質的調査研究の全体を試行するものではなく、本調査結果を通じて課題と捉えた「対面で時間を
かけて行う分析作業」について、改善策を模索することを目的にオンライン上で試行した。

クラウドサービスを用いたオンライン上での同時共同作業のイメージ



鎌倉市 政策創造課

質的調査研究のまとめ

効果的な「政策目標」と、それをかなえるために必要な、
市民の定性的な情報を集める「問い」をロジカルに抽出できる。

市民の課題の本質を捉えた、より質の高い政策形成が行える。

調査に必要なリソースの確保や、情報の質・根拠の担保等に課題
は残るが、分析の精度を高め、手法の簡素化等の改善策を模索す
るために、今後も多様なテーマで試行を行っていく。
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